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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年4月16日(2009.4.16)

【公開番号】特開2007-240608(P2007-240608A)
【公開日】平成19年9月20日(2007.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-036
【出願番号】特願2006-59541(P2006-59541)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０４Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月3日(2009.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源手段と、前記光源手段から出射した光束を偏向手段に導光する入射光学系と、前記偏
向手段の偏向面で偏向された光束を被走査面上に結像させる結像光学系とを有する光走査
装置において、
　前記偏向手段の偏向面から前記被走査面までの前記結像光学系の光軸方向の間隔をＬ（
ｍｍ）、前記偏向手段の偏向面から自然収束点までの間隔をＳｄ（ｍｍ）とするとき、
０．３＜Ｓｄ／Ｌ＜１
なる条件を満足し、且つ、
　主走査断面内であって、有限の走査画角θ１（ｄｅｇ）において、前記結像光学系を構
成する結像光学素子ＬＲに入射する光束の主光線と前記結像光学系の光軸との成す角度を
θ２（ｄｅｇ）、前記走査画角θ１（ｄｅｇ）において、前記結像光学素子ＬＲから出射
された光束の主光線と前記結像光学系の光軸との成す角度をθ３（ｄｅｇ）とするとき、
　前記走査画角の絶対値｜θ１｜が大きくなるに従い、走査画角領域が｜θ１｜＜｜θ３
｜かつ｜θ２｜＜｜θ３｜を満たす領域から｜θ１｜＞｜θ３｜かつ｜θ２｜＞｜θ３｜
を満たす領域に変化していることを特徴とする光走査装置。
【請求項２】
有限な走査画角をθａ（ｒａｄ）、有効走査領域における最大走査画角をθｍａｘ（ｒａ
ｄ）、ｆθ係数をＫ（ｍｍ／ｒａｄ）、任意の走査画角をθ（ｒａｄ）とするとき、
｜Ｌ×ｔａｎθａ｜＝｜Ｋ×θａ｜　　（０＜｜θａ｜＜｜θｍａｘ｜）
０．３＜｜θａ｜／｜θｍａｘ｜＜０．７
なる条件を満足し、かつ、
０＜｜θ｜＜｜θａ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＜｜Ｋ×θ｜
｜θａ｜＜｜θ｜≦｜θｍａｘ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＞｜Ｋ×θ｜　
なる条件を満たす走査画角θａが存在することを特徴とする請求項１に記載の光走査装置
。
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【請求項３】
光源手段と、前記光源手段から出射した光束を偏向手段に導光する入射光学系と、前記偏
向手段の偏向面で偏向された光束を被走査面上に結像させる結像光学系とを有する光走査
装置において、
　前記偏向手段の偏向面から前記被走査面までの前記結像光学系の光軸方向の間隔をＬ（
ｍｍ）、前記偏向手段の偏向面から自然収束点までの間隔をＳｄ（ｍｍ）とするとき、
０．３＜Ｓｄ／Ｌ＜１
なる条件を満足し、且つ、
　有限な走査画角をθａ（ｒａｄ）、有効走査領域における最大走査画角をθｍａｘ（ｒ
ａｄ）、ｆθ係数をＫ（ｍｍ／ｒａｄ）、任意の走査画角をθ（ｒａｄ）とするとき、
｜Ｌ×ｔａｎθａ｜＝｜Ｋ×θａ｜　　（０＜｜θａ｜＜｜θｍａｘ｜）
０．３＜｜θａ｜／｜θｍａｘ｜＜０．７
なる条件を満足し、かつ、
０＜｜θ｜＜｜θａ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＜｜Ｋ×θ｜
｜θａ｜＜｜θ｜≦｜θｍａｘ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＞｜Ｋ×θ｜　
なる条件を満たす走査画角θａが存在することを特徴とする光走査装置。
【請求項４】
前記偏向手段の偏向面から前記被走査面までの前記結像光学系の光軸方向の間隔をＬ（ｍ
ｍ）、前記被走査面上の有効走査幅をＷ（ｍｍ）とするとき、
０．８５≦Ｗ／２Ｌ
なる条件を満足することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の光走査装置。
　
【請求項５】
Ｌ≦１２５（ｍｍ）なる条件を満足することを特徴とする請求項１から４の何れか一項に
記載の光走査装置。　
【請求項６】
前記最大走査画角は、３０（ｄｅｇ）以上であることを特徴とする請求項１乃至５の何れ
か一項に記載の光走査装置。
【請求項７】
主走査断面内において、前記結像光学系の全系の軸上のパワーは、負であることを特徴と
する請求項１乃至６の何れか一項に記載の光走査装置。
【請求項８】
前記結像光学素子は、前記結像光学系の中で最も前記被走査面に近い光学素子であり、主
走査断面内において、前記結像光学素子の軸上のパワーは、負であることを特徴とする請
求項１乃至７の何れか一項に記載の光走査装置。
【請求項９】
全有効走査画角において、前記結像光学系の全系の主走査断面内のパワーは、負であるこ
とを特徴とする請求項１乃至８の何れか一項に記載の光走査装置。
【請求項１０】
前記結像光学系の中で最も被走査面に近い結像光学素子の被走査面側の面と前記被走査面
との前記光軸方向の間隔は、前記偏向手段から前記被走査面までの間に配置されている各
光学素子の各面の前記光軸方向の間隔の中で最も広いことを特徴とする請求項１乃至９の
何れか一項に記載の光走査装置。
【請求項１１】
主走査断面内において、前記結像光学素子の肉厚は、前記結像光学素子の光軸から軸外に
向かうに連れて増加し、その後、減少していくことを特徴とする請求項１乃至１０の何れ
か一項に記載の光走査装置。
【請求項１２】
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前記結像光学系を構成する全ての結像光学素子は、主走査断面内において軸上のパワーが
負であることを特徴とする請求項１乃至１１の何れか１項に記載の光走査装置。
【請求項１３】
前記結像光学素子の偏向手段側の光学面の主走査方向の形状は、前記結像光学素子の中心
から両端部へかけて凸形状から凹形状へ反転することを特徴とする請求項１乃至１２の何
れか一項に記載の光走査装置。
【請求項１４】
前記結像光学素子の被走査面側の光学面の主走査方向の形状は、前記結像光学素子の中心
から両端部へかけて凹形状から凸形状へ反転することを特徴とする請求項１乃至１３の何
れか一項に記載の光走査装置。
【請求項１５】
前記結像光学素子の入射面及び射出面は、主走査断面内において、有効走査領域端部での
面位置が前記結像光学素子の面頂点の位置よりも前記偏向手段に近づく形状であることを
特徴とする請求項１３又は１４に記載の光走査装置。
【請求項１６】
前記結像光学素子は、主走査断面内において、軸上の形状がメニスカス形状より成ること
を特徴とする請求項１５に記載の光走査装置。
【請求項１７】
請求項１乃至１６の何れか一項に記載の光走査装置と、前記被走査面に配置された感光体
と、前記光走査装置で走査された光ビームによって前記感光体に形成された静電潜像をト
ナー像として現像する現像器と、現像されたトナー像を被転写材に転写する転写器と、転
写されたトナー像を被転写材に定着させる定着器とを有することを特徴とする画像形成装
置。
【請求項１８】
請求項１乃至１６の何れか一項に記載の光走査装置と、外部機器から入力したコードデー
タを画像信号に変換して前記光走査装置に入力せしめるプリンタコントローラとを有して
いることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項１の発明の光走査装置は、光源手段と、前記光源手段から出射した光束を偏向手
段に導光する入射光学系と、前記偏向手段の偏向面で偏向された光束を被走査面上に結像
させる結像光学系とを有する光走査装置において、
　前記偏向手段の偏向面から前記被走査面までの前記結像光学系の光軸方向の間隔をＬ（
ｍｍ）、前記偏向手段の偏向面から自然収束点までの間隔をＳｄ（ｍｍ）とするとき、
０．３＜Ｓｄ／Ｌ＜１
なる条件を満足し、且つ、
　主走査断面内であって、有限の走査画角θ１（ｄｅｇ）において、前記結像光学系を構
成する結像光学素子ＬＲに入射する光束の主光線と前記結像光学系の光軸との成す角度を
θ２（ｄｅｇ）、前記走査画角θ１（ｄｅｇ）において、前記結像光学素子ＬＲから出射
された光束の主光線と前記結像光学系の光軸との成す角度をθ３（ｄｅｇ）とするとき、
　前記走査画角の絶対値｜θ１｜が大きくなるに従い、走査画角領域が｜θ１｜＜｜θ３
｜かつ｜θ２｜＜｜θ３｜を満たす領域から｜θ１｜＞｜θ３｜かつ｜θ２｜＞｜θ３｜
を満たす領域に変化していることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項２の発明は請求項１の発明において、有限な走査画角をθａ（ｒａｄ）、有効走
査領域における最大走査画角をθｍａｘ（ｒａｄ）、ｆθ係数をＫ（ｍｍ／ｒａｄ）、任
意の走査画角をθ（ｒａｄ）とするとき、
｜Ｌ×ｔａｎθａ｜＝｜Ｋ×θａ｜　　（０＜｜θａ｜＜｜θｍａｘ｜）
０．３＜｜θａ｜／｜θｍａｘ｜＜０．７
なる条件を満足し、かつ、
０＜｜θ｜＜｜θａ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＜｜Ｋ×θ｜
｜θａ｜＜｜θ｜≦｜θｍａｘ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＞｜Ｋ×θ｜　
なる条件を満たす走査画角θａが存在することを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項３の発明の光走査装置は、光源手段と、前記光源手段から出射した光束を偏向手
段に導光する入射光学系と、前記偏向手段の偏向面で偏向された光束を被走査面上に結像
させる結像光学系とを有する光走査装置において、
　前記偏向手段の偏向面から前記被走査面までの前記結像光学系の光軸方向の間隔をＬ（
ｍｍ）、前記偏向手段の偏向面から自然収束点までの間隔をＳｄ（ｍｍ）とするとき、
０．３＜Ｓｄ／Ｌ＜１
なる条件を満足し、且つ、
　有限な走査画角をθａ（ｒａｄ）、有効走査領域における最大走査画角をθｍａｘ（ｒ
ａｄ）、ｆθ係数をＫ（ｍｍ／ｒａｄ）、任意の走査画角をθ（ｒａｄ）とするとき、
｜Ｌ×ｔａｎθａ｜＝｜Ｋ×θａ｜　　（０＜｜θａ｜＜｜θｍａｘ｜）
０．３＜｜θａ｜／｜θｍａｘ｜＜０．７
なる条件を満足し、かつ、
０＜｜θ｜＜｜θａ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＜｜Ｋ×θ｜
｜θａ｜＜｜θ｜≦｜θｍａｘ｜の走査画角領域において、
｜Ｌ×ｔａｎθ｜＞｜Ｋ×θ｜　
なる条件を満たす走査画角θａが存在することを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項４の発明は請求項１乃至３の何れか一項の発明において、前記偏向手段の偏向面
から前記被走査面までの前記結像光学系の光軸方向の間隔をＬ（ｍｍ）、前記被走査面上
の有効走査幅をＷ（ｍｍ）とするとき、
０．８５≦Ｗ／２Ｌ
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項５の発明は請求項１乃至４の何れか一項の発明において、Ｌ≦１２５（ｍｍ）な
る条件を満足することを特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　請求項６の発明は請求項１乃至５の何れか一項の発明において、前記最大走査画角は、
３０（ｄｅｇ）以上であることを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　請求項７の発明は請求項１乃至６の何れか一項の発明において、主走査断面内において
、前記結像光学系の全系の軸上のパワーは、負であることを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　請求項８の発明は請求項１乃至７の何れか一項の発明において、前記結像光学素子は、
前記結像光学系の中で最も前記被走査面に近い光学素子であり、主走査断面内において、
前記結像光学素子の軸上のパワーは、負であることを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　請求項９の発明は請求項１乃至８の何れか一項の発明において、全有効走査画角におい
て、前記結像光学系の全系の主走査断面内のパワーは、負であることを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　請求項１０の発明は請求項１乃至９の何れか一項の発明において、前記結像光学系の中
で最も被走査面に近い結像光学素子の被走査面側の面と前記被走査面との前記光軸方向の
間隔は、前記偏向手段から前記被走査面までの間に配置されている各光学素子の各面の前
記光軸方向の間隔の中で最も広いことを特徴としている。
【手続補正１２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　請求項１１の発明は請求項１乃至１０の何れか一項の発明において、主走査断面内にお
いて、前記結像光学素子の肉厚は、前記結像光学素子の光軸から軸外に向かうに連れて増
加し、その後、減少していくことを特徴としている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　請求項１２の発明は請求項１乃至１１の何れか一項の発明において、前記結像光学系を
構成する全ての結像光学素子は、主走査断面内において軸上のパワーが負であることを特
徴としている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　請求項１３の発明は請求項１乃至１２の何れか一項の発明において、前記結像光学素子
の偏向手段側の光学面の主走査方向の形状は、前記結像光学素子の中心から両端部へかけ
て凸形状から凹形状へ反転することを特徴としている。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　請求項１４の発明は請求項１乃至１３の何れか一項の発明において、前記結像光学素子
の被走査面側の光学面の主走査方向の形状は、前記結像光学素子の中心から両端部へかけ
て凹形状から凸形状へ反転することを特徴としている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　請求項１５の発明は請求項１３又は１４の発明において、前記結像光学素子の入射面及
び射出面は、主走査断面内において、有効走査領域端部での面位置が前記結像光学素子の
面頂点の位置よりも前記偏向手段に近づく形状であることを特徴としている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
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　請求項１６の発明は請求項１５の発明において、前記結像光学素子は、主走査断面内に
おいて、軸上の形状がメニスカス形状より成ることを特徴としている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　請求項１７の発明の画像形成装置は、請求項１乃至１６の何れか一項に記載の光走査装
置と、前記被走査面に配置された感光体と、前記光走査装置で走査された光ビームによっ
て前記感光体に形成された静電潜像をトナー像として現像する現像器と、現像されたトナ
ー像を被転写材に転写する転写器と、転写されたトナー像を被転写材に定着させる定着器
とを有することを特徴としている。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　請求項１８の発明の画像形成装置は、請求項１乃至１６の何れか一項に記載の光走査装
置と、外部機器から入力したコードデータを画像信号に変換して前記光走査装置に入力せ
しめるプリンタコントローラとを有していることを特徴としている。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　ＬＢは集光機能とｆθ特性とを有する結像光学系であり、第１、第２の結像レンズ（結
像光学素子）６ａ、６ｂより成り、第１、第２の結像レンズ６ａ、６ｂの夫々は、主走査
方向のパワーが軸上において負であり、また、第１、第２の結像レンズ６ａ、６ｂの夫々
は、副走査方向のパワーが軸上において正のパワーである。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　即ち、本実施例では有効走査画角領域内（全有効走査画角内）に結像光学系ＬＢに入射
する光束を光軸から離れる方向に屈折させる走査画角領域が存在するように設定している
。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　図４から分かるように本実施例においては、走査画角θ１を０ｄｅｇ＜θ１＜３４．７
ｄｅｇの走査画角領域（全有効走査画角）において、θ１＜θ３となる走査画角領域が存
在するように結像光学系ＬＢを設定している。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　即ち、主走査断面内であって、有限の走査画角θ１（ｄｅｇ）において、最も被走査面
７に近い第２の結像レンズ（結像光学素子ＬＲ）６ｂに入射する光束の主光線と結像光学
系ＬＢの光軸との成す角度をθ２（ｄｅｇ）とする。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　このとき、本実施例では、全有効走査画角内のうち軸上から中間像高において、θ２＜
θ３となる走査画角領域が存在するように第２の結像レンズ６ｂの母線形状を設定してい
る。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　図６から分かるように第２の結像レンズ６ｂの肉厚は、軸上（レンズの中心部）からレ
ンズの有効部端部（軸外）に向かうに連れて、徐々に増加し、その後徐々に減少していく
ように設定されている。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　また、本実施例では主走査断面内において、第２の結像レンズ６ｂの光偏向器５側（偏
向手段側）のレンズ面の母線形状をレンズの光軸（結像光学系の光軸）から両端部へかけ
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て凸形状から凹形状へ反転するように設定している。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　また、第２の結像レンズ６ｂの被走査面７側（被走査面側）のレンズ面（光学面）の母
線形状をレンズの光軸（レンズの中心部）から両端部へかけて凹状から凸状へ反転するよ
うに設定している。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　また、本実施例においては、第２の結像レンズ６ｂの光偏向器５側のレンズ面と被走査
面７側のレンズ面の母線形状を共に主走査方向の有効部両端（有効走査領域端部）での面
位置がレンズの光軸上の面頂点の位置よりも光偏向器５に近づく形状としている。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２０】
　本実施例におけるカラー画像形成装置は光走査装置（１１，１２，１３，１４）を４個
並べ、各々がＣ（シアン），Ｍ（マゼンタ），Ｙ（イエロー）、Ｂ（ブラック）の各色に
対応している。そして各々平行して複数の感光ドラム２１，２２，２３，２４面上に画像
信号（画像情報）を記録し、カラー画像を高速に印字するものである。
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